
大腸癌学術講演会 津山中央病院 CCセミナー 

演 者 

「大腸がん化学療法の新潮流」 

竹本 浩二 先生   

演 者 

座 長 

   「がん化学療法における看護師の役割   
     ～副作用マネジメントを中心とした 
                               患者への継続的な支援～」 

      

  【特別講演1】 

【特別講演2】 

2014年 6月吉日 

津山中央病院 内科 部長  化学療法副センター長  

   野中 泰幸 先生 

   

  

  

共催： 美作医会  メルクセローノ株式会社  ブリストル・マイヤーズ株式会社 

座 長 

18:30 -19:40 

19:40 -20:30 

謹 啓 

 時折、先生におかれましては、ますます御健勝のこととお喜び申し上げます。 
平素は格別のご高配を賜り、厚くお礼申し上げます。 

この度、下記の要領にてセミナーを開催させて頂くことになりました。 

先生におかれましてはご多忙中のこととは存じますが、万障お繰り合わせのうえご出席賜りますよう 
何卒宜しくお願い申し上げます。 

                                                                                                                                                           謹 白 

日時：2014年7月29日(火）18:30～20：30 
会場：津山中央病院 津山中央健康管理センター ３F 
    津山慈風会記念ホール 
    

＊生涯教育講座 2単位認定 （カリキュラムコード 1 10 13  81） 
＊会終了後、情報交換会を予定しております 

 

津山中央病院 外科 主任部長  化学療法センター長        

辻 晃仁  先生  
地方独立行政法人 神戸市民病院機構  
神戸市立医療センター 中央市民病院 
腫瘍内科部長、がんセンター長、外来化学療法センター長 
地域医療部副部長  

濱田 麻美子 先生 
 地方独立行政法人 神戸市民病院機構  
 神戸市立医療センター 中央市民病院 
 外来化学療法センター主任 がん看護専門看護師  

【第一部】 

  【症例検討会】  

【第二部】 

演者 

 「テーマ：切除不能進行再発大腸がん症例におけるフロントライン治療」 

演者        橋本 将志  先生  津山中央病院 外科 

坂口  智紘  先生  津山中央病院 内科 

   「当院においての切除不能・再発進行大腸癌に対する 
                             化学療法ファーストラインの現状」 

 「当科にて切除不能進行大腸癌に対して1次治療として 
     Cetuximab＋ｍFOLFOX6/FOLFIRIを使用した6例の検討」 


